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である（Charlton and Polvani 2007）．SSW は
成層圏-対流圏の力学的結合の重要な役割を
果たすため多くの研究がなされてきた
（Hartley et al. 1998; Baldwin and Dunkerton 
2001; Thompson et al. 2002）．一方，11 月下
旬（初冬）の停滞も Canadian Warmings




と対応する（ Harvey and Hitchman 1996; 









（Kobayashi et al. 2015; Harada et al. 2016）を
使用した．気候値は 1982～2015 年の平均値
を用いた．極夜ジェット指数は 50hPa，65ºN
の東西風の東西平均値（Kodera and Koide 
1997）を用いた． 
11 月下旬の線形的な季節変化からの偏差
























図 1b の赤色線は Eliassen-Palm（EP）フラ
ックスの発散，紫色線は残差子午面循環によ
るコリオリ力，水色線は極夜ジェット指数の
















図 2	 東西平均東西風（色），EP フラックス
（m2s-2, 矢印），EP フラックスの発散（ms-
1day-1, 線）の緯度高度断面図．各値は 11 月
下旬の線形的な季節変化からの偏差．EP フ
ラックスは密度と地球半径で標準化した．






































図 3	 100hPa 波活動度フラックス（10-3 m2s-2, 
Plumb 1985）の鉛直成分．線は 11 月上旬と






























70°N 平均; 図 3 の青色枠内）．線は 11 月上
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